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L D の あ る 大 学 生 　

　LD のある大学生の数はとても少ない。しかし、

読み書きに困難を感じている学生は少なくないと

思われる。

　独立行政法人日本学生支援機構が 2016 年度に

実施した調査によると、高等教育機関（大学、短大、

高専）における LD のある学生の在籍率は、0.005%

である。一方、なんらかの障害のある学生の在籍

率は 0.86%、発達障害（LD、ADHD、ASD、お

よびこれらの重複）のある学生は 0.13% である。

ちなみに、米国の高等教育機関を見てみると、何

らかの障害がある学生の在籍率は 10％にもなり、

その約 3 割が LD である。

　LD のある学生の数が少ない理由については、

いくつかの仮説が考えられる。まずは、言語の違

いである。英語に比べて日本語の環境では LD が

少ないということが考えられる。しかし、文部科

学省の調査では、4.5％の小・中学生に LD があ

る可能性が指摘されている。

　次に、LD のある人は高等教育機関への入学が

困難であるという可能性が考えられる。LD のあ

る人は進学を選ばない人が多いということはあり

得るが、入学したくても入れないということがあ

るとしたら、由々しき事態である。障害者差別解

消法の施行に伴い、入試での合理的配慮は義務で

ある。

　最後に、LD はあるのだが、本人も周囲も気づ

いていないという状況も考えられる。筆者はこう

いったケースはかなり多いとの印象を持ってい

る。心の問題ということで学生相談を利用する学

生の中で、話を聴いていくと読み書きの問題が語

られる場合があるという話を、カウンセラーの方

からうかがうこともある。

　日本国内でも、もっと LD のある学生について

の関心が広まってほしいと思う。本人が気づかな

くても、周囲がその可能性を指摘することで、必

要な配慮を受けられるようになるかもしれない。

合理的配慮を受けられる環境は、高等教育機関で

も整いつつある。読み書きが苦手ということのみ

を理由に、高等教育機関での学びをあきらめるこ

とがあってはならない。
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